
様式－１

	平成　●年　●月　●日

	道央都市圏パーソントリップ調査データ使用願（見本）
　　札幌市市民まちづくり局総合交通計画部長　様
　　　以下のとおり申請いたします。

　　　なお、使用にあたっては使用条件を熟知の上、遵守いたします。



	
	所　　　属
	東京大学空間情報科学研究センター

	
	代　表　者
	教授　柴崎亮介

	申　請　者
	情報管理責任者　　　　　　　　　
	

	
	担　　　当
	　　　　　　　　

	
	連　絡　先
	04-7136-4291

	
	所　　　属
	株式会社●●●（大学の場合：●●大学）

	
	代　表　者
	◎◎事業部長（■■部教授）　空間　一郎
印

	使　用　者
	情報管理責任者（申請者が構成団体等の場合に記入）
	

	
	担　　　当
	空間　太郎　　　  　　　　　　　　　　印

	
	連　絡　先
	0X-xxxx-xxxx

	調　査　名
	ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ

	返却予定日
	平成　23年　3月　31日

	物　　　件

（テープ、アウトプット等を明確にすること。）


	平成18年道央都市圏パーソントリップデータの秘匿済みマスターデータを東京大学空間情報科学研究センターの動線解析プラットフォームで処理した上で提供される各人の時空間位置データ（※）

※具体的にはWebAPI "GetFlow_Data"等で提供される、時刻（１分単位）、経度・緯度（個人が特定されない範囲の精度）、性別、年齢、職業、移動の目的、拡大係数、交通手段などの時空間位置データを対象としています

	目　　　的


	本研究では、・・・・の研究を行うために、人々の・・・・に関するデータが必要であり、上記パーソントリップデータをベースに・・・の調査や開発を行う。（※このデータをどう処理して，どう使うのか，できるだけ具体的に記述して下さい．）

	調査データ

の公表等
	１ 借用資料を元に作成された資料は、公表（する・しない）

２ 調査報告書は、公表（する・しない）

３ 公表の方法について（　学会発表、論文発表ｚ　　　　　　　　　　　）

	借用データの複写（転写）予定の有無
	　使用に当たり借用データを複写（転写）する予定が

　　　ある（媒体　PC上での作業　）

　　　ない


【使用条件】
○借用した資料を申請にある使用目的以外には用いません。また、貸与資料を第三者に譲渡し、又は転貸を行いません。
○借用した資料の使用等にあたって全ての責任を負うとともに、情報管理責任者は、貸与された資料の適正な管理を行います。
○貸与資料を借用期間終了後、速やかに返却証を添付の上、返却します。また、利用に際し、貸与データを複写（転写）した場合には、返却日までに消去します。
○借用中に貸与された資料を紛失、破損した場合には申請者によって復元するものとする。
○借用期間中、札幌市が貸与した資料の返却を求めた場合、速やかに指定の日時までに返却します。

○貸与資料の使用に起因して第三者に損害を与え又は第三者と紛争が生じたときは、損害を賠償し又は紛争を解決します。

○得られた成果等には出典を明記します。

様式－３

返　　却　　証
札幌市市民まちづくり局総合交通部長　様
借用物件：

　「道央都市圏パーソントリップ調査データ使用願について（回答）」［札総交計第○○号（平成●●年●●月●●日付）］により借用した上記物件を返却いたします。
　併せて下記を確認いたします。
（以下、借用資料の複写（転写）の有無により記入）
 （無の場合）
　使用に当たり、借用データの複写（転写）は行っておりません。
 （有の場合）
　使用に当たり、複写（転写）したデータについては、　年　月　日に消去を確認しました。
平成　　年　　月　　日
申　請　者
東京大学空間情報科学研究センター
（所属、連絡先）　センター長　柴崎　亮介　　　　印
使　用　者
株式会社○○ ●●事業部長
（所属、連絡先）　空間　一郎　　　　　　　　　　印




0X-xxxx-xxxx
提出時は削除して下さい





本WebAPIを利用する場合、この「申請者」の項目は、原則、この記載を変更しないでください。（本WebAPIを利用しないケースは直接、東京都市圏交通計画協議会に申請を行った方が効率的です。）





印鑑は個人印で構いません。





本WebAPIを活用する場合、この「物件」の項目は、原則この記載を変更しないでください。





単年度単位（年度末まで）が基本となります





本研究の範囲でどこまで行うか、パーソントリップデータをどのように使うかを明記してください。





WebAPIを利用する場合は「なし」として下さい。
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